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三次救急の役割とは？

新棟救命救急センターを建設します！！

救命救急センター所長より

令和３年度三次救急患者受け入れ内訳

川崎市南部の地域唯一の救命救急センターとして平成１８
年に発足致しました。以降、年間を通じて２４時間、救急
科および内科や外科、小児科などの診療科の医師が交代で
診療につき、「命を救う救急医療」を行っています。
当部門の役割は、命に関わる重篤患者の診断と初期治療で
す。継続的な治療が必要な場合は専門診療科に引き継ぎま
す。激しい頭痛、嘔気・嘔吐、胸や背部の痛み、息が苦し
い、気を失った、会話困難、意識がおかしい、全身の痙攣
、めまい・ふらつき、歩行困難、手足の痺れなどの急な症
状がある方は、重症の可能性がありますので、速やかに救
急車を要請することをお勧め致します。救急救命士が重症
度や、その時点での地域の各病院の状況により、当院を含
め適切な病院を判断し救急搬送となります。
現在当院では新棟救命救急センターの建設を行う予定であ
り、狭隘を解消することでよりスムーズな治療ができるよ
うになります。万全な状態でひとりでも多くの救急患者さ
んを受け入れられるよう、今後も病院一丸となって救急医
療に取り組んでまいります！

令和７年３月完成予定

今後想定される人口増、高齢化に
伴う三次救急患者の受け入れを的
確に行うため、救命救急センター
の整備を行います。現在９階にあ
る救命救急病棟が新棟に移り救急
の外来・入院が集約されることに
よって、よりスムーズな診療を行
うことができるようになります。

救命救急センター棟
ＲＣ（鉄筋コンクリ
ート）造
３階建て
約１６００㎡

＜施設概要＞
１Ｆ：初診室（３床）

診察室（２床）
透視室

２Ｆ：救命救急病床
（１４床）
ＥＩＣＵ
（６床）

３Ｆ：看護師控室

救急科部長・救命救急センター所長
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（令和元年度実績）

三次救急の応需率 ９９.２％

令和３年度の三次救急受け入れ
患者の内訳です。
２４時間３６５日体制で救急科を
始めとする全ての診療科で救急診
療を行っています。
専門性の高い傷病は、各々の専門
診療科が担当しますが、重篤患者
は複数の傷病を抱えていることが
多く、特に心肺停止、ショック、
意識障害、多発外傷、重症熱傷な
どは救急科が初療にあたり、病院
の総力で命の診療を行っています。
厚生労働省の救命救急センター充
実度段階評価では平成３０年から
現在まで連続して「Ｓ級」の評価
認定を受けています。

緊急性
重症度

高

低

一次救急：軽症患者に対応する一般的な
外来診療

二次救急：入院・手術が必要な重症患者に
対応する救急医療

三次救急：二次救急で対応できない重篤患
者を受け入れる最もハイレベル
な救命救急医療

川崎市内には当院を含めて３ヶ所の
三次救急受け入れ指定病院があります。
川崎南部の地域では当院のみが三次
救急指定病院となっており、主に
川崎南部や横浜市鶴見区の重篤
患者を受け入れています。

ＣＰＡ（心肺停止）
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脳血管障害
11%

外傷
6%

呼吸不全
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急性中毒
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消化管出血
4%
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3%

特殊感染症
2%

出血性ショック
2%

その他（内因性・外因性

疾患等）
22%

※応需率とは救急車受け入れ要請のうち何台受け入れできたかの割合

（令和３年度実績９９１件内訳）




